
（教育総務課）

“避難したくなる避難所"をつくろう！ 生活目標を意識して

熊野中学校 熊野第一小学校

　防災安全課にご協力いただき、３年生が１
学期、防災・減災学習に取り組みました。
　新設された熊野東防災交流センターへ出向
き、避難所の設営体験を行いました。その後、
クラスの代表生徒が、“避難したくなる避難所”
について考えたアイデアを防災安全課などに
提案し、町長、学校運営協議会の皆さまから
もご意見をいただきました。
　学習を終え、生徒たちは「私たちが率先し
て行動することが、“避難したくなる避難所”
につながると思いました。」「今の僕ならきっ
と避難所で誰かの役に立てると思っています。
協力しながらやりたいです。」などの感想をも
ちました。
　実際に避難指示が出た７月８日、９日、熊
野東防災交流センターへ避難し、そこで避難
所運営の手伝いをした生徒もいました。多く
の生徒が、自分から避難の準備をしたり、防
災情報を調べたりと、行動を起こすことがで
きました。自分の命を守る行動、人のため・
町や地域のためになる行動がとれる生徒の育
成を目指し、今後も学習を重ねていきます。

（教育総務課）

　熊野第一小学校では、月ごとに生活目標を
定めています。学校として大切にしたいこと
を分かりやすい言葉で目標にし、全校で生活
目標の達成に取り組むことで、よりよい学校
にしようとしています。
　６月の生活目標『シャツイン　シューズ　
すっぽり　名ふだ　オッケー！』では、身だ
しなみを整えて学校生活を送るために委員会
を中心に取り組みました。生活委員会が身だ
しなみを整えている人を見つけると、タブ
レットで写真を撮って、生活目標掲示板で報
告しました。生活目標を達成するための取組
を委員会が考えて呼びかけていくことで、子
どもたちは意欲的にがんばっていました。
　生活目標で目指す姿を共有し、取組を続け
ることで子供の姿や学校の様子が変わってき
ます。これからも学校をよくするための取組
を続けていきます。

■問熊野高等学校　☎854－４１５５
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３年生校内進路説明会を終えて

熊野高等学校

　７月７日㈬５、６時間目に、大学や専門学校、
企業などから約40人に講師として御来校いただ
き、３年生対象の「校内進路説明会」を実施し
ました。
　大学・短期大学・専門学校への進学を希望す
る生徒は、30分ごとに会場を移動し、計３校の
説明を聞くことで、それぞれの学校での学習内
容を比較することができました。
　就職希望者は、「礼」、「立ち姿」、「着席姿勢」、
「言葉遣い」といった面接試験の基本マナーを体
験的に身に付けるとともに、「志望動機」を中心
とした履歴書の正しい書き方を学びました。
　参加した生徒からは、「入試の内容や方法につ
いて、曖昧だった点が明確になった」、「オープン
キャンパスに参加してさらに情報を収集し、受
験校を決めたい」といった感想が聞かれました。
　３年生にとってはまさに「勝負の夏」です。そ
れぞれの進路実現に向けて、今日学んだことを
活かしてほしいと思います。

◀進路希望者説明会の
　様子

▲６月の生活目標 ▲生活委員会の取り組み◀就職希望説明会の
　様子
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－ 15 －　－ Public Information: ＫＵＭＡＮＯ－　'21/９月号 － Public Information: ＫＵＭＡＮＯ－　'21/９月号　－ 14 －子どもの人権110番 ▢☎0120-007-110 広島法務局・広島県人権擁護委員連合会
いじめ、虐待、子育てなど子どもの人権については　祝日を除く月～金　8：30～17：15

子どもは地域で守る！！『子ども１１０番の家』にご協力ください。
■申青少年育成くまの町民会議　事務局
教育総務課社会教育グループ（熊野町民会館内） ☎854-3111


